
委託仕様書 

 

１．委託名称  

クラウドソーシング等導入支援業務（地方創生加速化交付金事業 クラウドソーシ

ング＆クラウドファンディング利活用一市二町連携事業） 

 

２．業務の目的 

地方創生の実現のためには、事業者が起業や新たなことにチャレンジできる環境を

整え、自由な発想による新たなビジネス展開を促進することが必要であるが、創業や

新規事業に取り組む際には資金調達が大きな課題となっている。 

そうしたなか、事業の社会性や地域への貢献性、独創性等に不特定多数の個人（投

資家）が共感し、インターネットを通じて資金調達が行えるクラウドファンディング

は、新たな資金調達手法として近年注目を集めている。 

そこで、金融商品取引法に基づく第２種金融商品取引業の登録を行っているクラウ

ドファンディング運営事業者と連携し、クラウドソーシング等を活用する域内事業者

の発掘や事業計画書の策定支援などファンド組成に向けた支援を行うことにより、農

作物の差別化や下請けからの脱却を目指した商品・サービスの高付加価値化に取り組

むなど、域内のきらりと光る地域資源を活用した地方創生プロジェクトの実現に取り

組む。 

 

   ※1クラウドソーシングとは、ICTを活用して必要な時に必要な人材を調達する仕組

み。発注者はインターネット上のマッチングサイトにアウトソーシングしたい業

務を掲載し、受注者は受注したい業務に応募することができる。 

※2クラウドファンディングとは、小規模な事業者や個人が、ビジネスプロジェクト

やアイデアをインターネット上のマッチングサイトに提示し、不特定多数の投資

家から出資を募る仕組み。投資家が金銭以外のリターン（特典）を得る「購入型」

又は特定の事業計画に出資する匿名組合型（投資型）」がある。マーケティングや

PR、ファンづくりの手法として用いられる。 

 

３．委託期間 契約締結の翌日から平成 29年３月 31日まで 

 

４．業務内容 

（１）クラウドファンディング活用による資金調達支援業務 

①クラウドファンディング活用セミナーの開催 

・域内（加古川市、稲美町、播磨町）で、各地域１回以上のクラウドファンディン

グの活用に関するセミナーを開催し、クラウドファンディングの仕組み及び活用



方法等についての情報提供を実施する。 

・セミナーの開催にあたってはクラウドファンディング活用事業者、資金調達経験

者等を招聘し、情報提供の充実に努める。 

・セミナー参加者の要望等に応じて個別相談会の実施も検討する。 

 

②実行委員会（事業実施主体）の運営支援 

    一市二町（加古川市、稲美町、播磨町）で組織する実行委員会を立ち上げ、以下

に関する事業の総合企画・運営支援を行う。 

  ＜実行委員会の役割＞ 

   ・事業運営に係る基本方針の決定 

   ・支援対象プロジェクトにおける募集要件の決定 

   ・支援対象プロジェクトの審査及び選定 

   ・その他事業実施にともなう必要な事項に関すること 

 

③支援対象プロジェクトの募集 

実施するセミナーや個別相談会、ホームページなどを通じて支援対象プロジェク

ト（購入型であれば 12 件以上、投資型であれば８件以上、資金調達目標額は 6,000

万円以上）を随時募集する。募集にあたっては、地元金融機関と連携しつつ、ホー

ムページやチラシ等の印刷物を作成して積極的に行うものとする。 

また、本事業における支援対象プロジェクトは、次の要件に原則該当するものと

する。 

・購入型であれば 50万円以上、投資型であれば 300万円以上の資金調達額を必要と

する事業 

・各地域の特色や地域資源などを活用して、農作物の差別化や下請けからの脱却を

目指した商品・サービスの高付加価値化に取り組むなど、域内のきらりと光る地

域資源を活用した地方創生に資する事業又は地域活性化に資する事業 

・公序良俗に反しない事業 

 

また、以下に関する事業は特に優先して支援すること。 

・若者、女性及び高齢者の創業に係る事業 

・域内の知名度の向上やイメージアップにつながる事業 

 

④支援対象プロジェクトの選定 

応募があった事業について、募集要件に該当するか審査（外部有識者を含む）の

うえ、支援対象プロジェクトを選定する。 

なお、支援対象プロジェクトの選定にあたり、資金提供者（出資者）のリスク低



減のため、以下を実施する。 

・クラウドファンディング活用事業者と十分に協議し、支援対象プロジェクトの実

現性の担保に努める。 

・資金提供を受けた事業者にリターン（特典）の提供等を誠実に実施することを誓

約させる。 

 

⑤支援対象プロジェクトの磨き上げ 

支援対象の事業内容について、より共感が得られ、実現可能性が高く、資金調達

が成立しやすいものとなるように調達目標額やリターン（特典）の内容、ＰＲ方法

等について必要となるアドバイス等を実施する。 

 

⑥支援対象プロジェクトのプロモーション 

・様々な媒体を活用した支援対象プロジェクトの情報発信 

・支援対象プロジェクトにおける投資家募集のサイト構築 

・投資家への適切な情報提供 

 

（２）支援対象プロジェクトの運営支援に関する業務 

①事業運営に係る知識を得るための講習会の開催 

事業運営に必要となる経営知識や法務知識、マーケティング知識等を習得するた

めの講習会を実施すること。 

 

②専門家相談会の開催 

上記①及び専門家相談会は、講習会の参加者のニーズを踏まえ、中小企業診断士

や税理士等の専門家を招聘すること。 

 

③交流会の開催 

交流会は事業を立ち上げたい者及び既に立ち上げた者の交流や専門家や投資家等

との交流を促すなど、事業立ち上げの支援となる人脈づくり等に資するものを目指

すこと。 

・バスツアーの開催等 

 

④講習会等の開催 

上記①～③の開催にあたっては、域内（加古川市、稲美町、播磨町）で各地域１

回以上開催し、延べ 100人以上の受講者を目標とすること。 

なお、①～③の開催は、受講対象者が参加しやすいよう、組み合わせて一つの講

習会として実施する等、効果的かつ効率的な運営としてもよいものとする。 



 

（３）関係機関との連携 

事業実施にあたっては、域内の産業振興を担当する部署をはじめ、公的機関（加古

川市ものづくり支援センター等）、商工会議所や商工会等、民間事業者とも十分連携し、

効果的な事業実施に努めること。 

 

（４）クラウドファンディングアドバイザーの育成 

受託者は、上記の（１）を実施するために、クラウドファンディングアドバイザー

を２名以上育成すること。 

 

（５）支援実施後のフォローアップに関すること 

本事業は、地方創生加速化交付金を活用して実施するものであり、支援対象プロジ

ェクトの継続性と自立性を最重要課題とする。 

 

５．事業スケジュール 

事業スケジュールは概ね次のとおりとし、詳細については、業務着手時に提出する

工程表に記載することとする。 

 平成 28年７月下旬   業務委託契約の締結 

 平成 28年８月     ファンド利用希望者の募集 

 平成 28年 10月     ファンド募集開始 

   平成 29年３月     実績報告、成果品の完成及び納品 

 

６．成果品 

受託者は、本業務の完了に際し、次の成果品を本市に提出するものとする。 

なお、成果品の作成および編集等にあたっては、あらかじめ本市と協議の上、作成す

るものとする。また、提出先は加古川市企画部政策企画課（加古川市加古川町北在家

2000）を原則とするが、本市の指示により稲美町及び播磨町へ直接納品するものとす

る。 

（１）４．業務内容（１）～（４）にかかる報告書 30部 

報告書については、日本工業規格Ａ４版とし、簡易製本で可とする。 

また、データ媒介物は CD（DVDでも可）とし、データについては、Microsoft Word

もしくはMicrosoft PowerPointと PDFで作成した電子ファイルとする。 

 

７．検査 

受託者は、業務完了後、委託契約書に定める手続きを経て、本市の検査を受けるも

のとする。 



本業務は、本市による検査の合格をもって完了とするが、納品後、成果品の記入事

項の脱漏、不備又は錯誤が発見された場合は、受託者は責任をもって速やかに訂正す

るものとする。 

 

８．その他 

・委託業務の開始から終了までの間、調査経過内容全般を常に把握している専任の担当者

を置き、業務の円滑な実施のための計画的な工程管理と、定期的な連絡調整を行うこと。 

・調査のうち委託者が有している資料の提供については、委託者が提供する著作権をはじ

め、本業務の成果品における一切の権利は、市に帰属すること。 

・委託業務に当たり使用する図表やデータ、画像等の著作権・使用権等の権利については、

受託者において、使用許可を得ること。なお、これらを怠ったことにより、著作権等の

権利を侵害したときは、受託者は、その一切の責任を負うこと。 

・受託者は、本業務の遂行に当たり知り得た情報を委託者の許可なく他に漏らしてはなら

ない。契約終了後も同様とする。 

・この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて委託者と受託者とが協議して定

めるものとする。 


